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第５１回北陸医学会総会

第２７０回日本小児科学会北陸地方会

平成９年９月７日

於：金沢医科大学

乳児健診をしていると 時々我々小児科医の常識外の所で

育児がなされている事があります。今回気づいたフォロ－

アップミルクの早期使用と うつ伏せ寝に関してアンケ－ト

をとり、その分析をしたので報告いたします。

対象は本年１月より６月まで当院に於いて、母親が付き

添ってきた１才から２才1ヶ月まで児を対象に重複を避け、

無記名で２３７名よりアンケ－トをとりました。御願いした

ほぼ全員から回答が得られました。
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最後にＳＩＤＳ家族の会の予防キャンペ－ンを示
します。
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フォロ－アップミルクを使用した理由であります。

宣伝や広告で栄養があり、バランスが取れてしか

も値段が安いとなれば 高品質の育児用ミルクか

らフォロ－アップミルクに替えるのは 消費者、

母親の女性心理として当たり前ではないでしょう

か。
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フォロ－アップミルクは蛋白が高い故に腎臓への溶質
負荷がかかり、しかも予備消化がされていません。ま
た、亜鉛、銅なども含まれていません。鉄が多く含ま
れていると言っても牛乳との比較であります。あくま
で離乳後期の牛乳の代わりなのです。

小児科学会は７年前から「フォロ－アップミルクは
９ヶ月を過ぎたから頃から」と呼びかけ、そして厚生
省は１昨年「離乳食の基本」を改訂し言及しました。
しかしその約１年後の昨年の１１月まで「６ヶ月か
ら」と宣伝していた乳業会社がありました。フォロ－
アップミルクの使用でこのような結果が出たの乳業会
社の問題もありますが、それよりも医療最前線の我々
の怠慢で育児現場へのアプロ－チが少なかった為では
ないでしょうか。
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さて、この数は今年厚生省と石川県が公表した１
９９５年（おととし）の統計のものであります。乳
児突然死症候群（ＳＩＤＳ）は西欧、オ－ストラリ
ア程頻度は高くありませんが、日本でも沢山発生し
ております。１歳未満の乳児死亡では共に先天性奇
形、周産期異常の次の第３位であります。日本では
日に1.5人石川県ではだいたい2月に1人の割です。
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ＳＩＤＳの病態について色々な説がありますが、うつ伏
せ寝がその危険因子と言われてから久しく、″うつ伏せ寝
とＳＩＤＳ″に関して仁志田らがまとめた表を示しました。
うつ伏せ寝から仰向け寝にするという国を挙げてのキャン
ペ－ンでＳＩＤＳが減った報告が沢山出ています。この中
でうつ伏せ寝の割合の減少によってニュ－ジ－ランドでは
1/５に、オランダやイギリスでは約半分にSIDSが減少して
います。この表の他に昨年のPediatricsにはアメリカで２
０％減ったと報告されていました。日本においては、１９
９４年の厚生省の班報告によるとＳＩＤＳの７９％はうつ
伏せ寝で発見されたと報告されております。そこでうつ伏
せ寝に関してアンケ－ト致しました。
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産院、退院後、７ヶ月、現在の寝かせ方をスライドの
様な表現で聞きました。なお別に寝込んでからの体位
も聞いておりますが、今回の検討から除外致しました。
あくまで寝かせ方であります。なお、スライド右の点数
は後のスライドに使う点数であります。
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現在までに寝てからではなくうつ伏せにして寝
かせた事のある人は実に８０％いました。そのほ
とんどはＳＩＤＳの多い７ヶ月までにうつ伏せ寝
にしていました。☆この点数が先程の点数の２回
分と３回分の合計点です。また、この中の１０人
はうつ伏せ寝の前提である硬い敷布団を使用した
事がなく、うつ伏せ寝を主にしていた人でも６人
は硬い敷き布団を使用していませんでした。
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☆産院での寝方と退院後の寝かせ方を表してい
ます。上の面が産院での寝かせ方。高さが退院後
の寝かせ方。これは退院後と７ヶ月頃の相関。こ
れは７ヶ月頃と現在の相関です。どの間を切って
も危険率０．００５以下での有意差がありました。
この産院での寝かせ方あるいはそういう寝かせ方
を見る事が最初の大きなひきがねになっていると
思われました。
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うつ伏せ寝にした理由であります。
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大半の人がうつ伏せ寝はSIDSの危険性がある事
を知っていて、うつ伏せ寝で寝かした事のある人
でも８８％の人が知っていました。知っていても
"うちの子に限ってそんな事は‥‥"という意識が
働くのでしょうか。尤も調査内容の時期が終了し
た１歳過ぎの時点でのアンケ－トなので１歳まで
のその時に危険性を認識していたかどうか迄は判
りません。
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